
被害者等の心情等を踏まえた処遇の充実の概要（刑法等一部改正法関連）

矯正施設における被害者等の心情等の
聴取・伝達制度

以下の場面で、
心情等を考慮
① 処遇要領等
の策定・変更
② 矯正処遇等
の実施
③ 社会復帰の
ための支援の
実施

仮釈放等
審理等で
考慮

意見・心情等聴取

被害者等の視点に
立った指導監督
① 指導監督の方法
に、被害回復・軽減
に努めるよう指示等
する旨を追加
② 被害回復・軽減の
ためにとった行動を示
す事実の申告を義
務付け

伝達を希望しない場合
にも聴取を実施

保護観察所地方更生保護
委員会

矯正管区
矯正施設

受刑者等

被害者等の申出

保護観察
対象者

処遇
指導
支援など

聴取する意見に、
仮釈放等に関する意見のほか
・仮釈放中の保護観察
・生活環境の調整
に関する意見が含まれることを明文化

心情等
聴取・伝達制度
（新設） ※１

意見等
聴取制度

（既存）※２

心情等伝達制度（既存）
※３

心情等の伝達

被害者等の視点に立った保護観察処遇の充実

法制審議会諮問第103号に対する答申（令和２年10月）別添２及び第４次犯罪被害者等基本計画（令和３年３月）を踏まえて制度を新設・拡充。

伝達希望の有無を
始め個別に判断

心情等聴取

心情等の伝達
伝達希望の有無を
始め個別に判断

保護観察の
実施に必要
な事項を通知

《保護観察》《仮釈放等審理》《 矯正処遇等 》

仮釈放等

新設 拡充

更生保護法上の措置の運用の基準に、被害者等の心情等を十分に考慮する旨を追加

※１ 制度の具体的実施方法等は今後検討。 ※２ 加害者の仮釈放等について被害者等が意見を述べることができる制度。
※３ 加害者に対し、被害者等の心情等を伝えることができる制度。



弁護士による犯罪被害者支援に対する
経済的援助に関する検討状況等

支援の対象とすべき犯罪被害者の範囲、支援の在り方等について広く検討
し、論点整理を行う

犯罪被害者支援弁護士制度検討会
令和２年７月～令和３年４月

○ 日弁連委託援助事業を国費負担とする場合における課題
… 弁護士による活動の効果・必然性、他の団体等に優先して国費を投入することの妥当性等

○ 法テラスによる犯罪被害者支援業務の充実
… 運用面における改善・見直し等

取りまとめ（論点・課題の抽出・整理）

真に援助が必要な犯罪被害者に対する法的支援・在り方について、実務的
な観点から引き続き検討を行い、運用面における改善・見直し事項を犯罪被
害者支援に反映させるとともに、法制度化に向けた課題を含めた諸課題の更
なる検討を進める

犯罪被害者支援弁護士制度・実務者協議会
令和３年１０月～

○ 法テラスの犯罪被害者支援ダイヤルのフリーダイヤル化
○ 法テラスのＤＶ等被害者法律相談援助における電話・オンライン相談の恒久化

運用改善
令和４年４月～

ニーズの高さ等を踏まえ、まずは、性犯罪被害者を対象として、捜査段階から弁
護士による継続的支援を受けられるよう、必要な経済的援助を行うことを検討

今後の見通し・方向性

令和５年３月末頃の取りまとめを目指す


